
○ 将来人口を見据えた庁舎規模について

（１）基本構想による庁舎規模の算定  

　基本構想では新庁舎の規模はR4.4.1時点の本庁舎・別館・花咲庁舎に勤務する職員数及び議員定数

に基づいて5,000㎡に設定されています。（令和4年度の住民基本台帳人口22,288人（R4.10.1現在）） 

（２）将来人口 

 本市の将来人口については大月市人口ビジョン（H27.10）により19,000人（2040年）を目標としてい

ます。 

（３）将来人口規模に応じた庁舎規模の推移 

 庁舎の必要規模は人口減少に応じて段階的に縮小（人口規模に応じて職員数が減少する場合）してい

く事が考えられます。 

 既存施設を活用した分棟構成は必要規模の縮小に合せて構成を縮小、廃止していく事で、庁舎規模を

段階的に縮小することが可能です。 

年数 2022年 2040年 

人口 22,288人 19,000人 

減少率 0％ 15％ 

庁舎必要規模 5,000㎡ 4,200㎡ 

＜庁舎の構成（案）＞ 

新庁舎 2,500㎡ 2,500㎡ 

別館 1,500㎡ 1,500㎡ 

花咲庁舎 900㎡ 廃止 

 

※別館は築29年（今後31年～51年間は運用可能）

※花咲庁舎は築53年（今後7年～27年間運用可能）

※大月市新庁舎整備基本構想より抜粋

規模算定の結果より、本市の新庁舎の規模は、算定結果のおおよその中間値となる5,000 ㎡に設定 

シミュレーション３を採用

2040（平成 52）年目標人口 19,000 人 

※大月市人口ビジョンより抜粋

18 年間で 15%減 

新庁舎 別館＋花咲庁舎 

建設当初の構成 

新庁舎 別館 

18 年後 

一部棟を廃止 

庁舎規模 4000

㎡に縮小 
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